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※　出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・クリスマス会患者様の自己負担金について、負担金額は一人\405となり北病棟Gの患者様については現金回収とさせて頂きます。

回収日時は2/1（木）とし、クリスマスサポートスタッフ、北病棟の荒木田Ｎｓ・村越Ｃｗに回収して頂きます。回収後は、回収金額を確認の上、医事チームの葛西さんへ現金を渡して下さい。

・もちつき大会患者様の自己負担についての負担金額は、一人￥126となっています。サポートスタッフ、工藤Ｎｓ・太田Ｃｗに回収して頂き、回収日時は2/1（木）とし、回収後は医事チームの葛西さんへ現金を渡して下さい。

・北病棟で深夜帯に使用している、反射式ストーブが昨日黒煙が出た為、使用中止とし、本日修理伝票を提出しています。

・病院外にてインフルエンザＡ型が流行ってきています。スタッフは外から院内へ持ち込まないよう、また自身もかからないよう体調管理には十分に気をつけましょう。

　又、面会者の方にはマスク着用・トリゾン液にての消毒を行って頂きましょう。

・金銭管理・買い物担当より　(熊野Ｃｗ・加藤Ｃｗ)

　　現在、準夜勤務者が患者様の買い物に付き添い行っていますが、患者様によっては買い過ぎと見られる方もおり、買い物に付くスタッフが、どこまで購入させて良いのか不明な部分があった為、今回担当に患者様の状況を確認しながら、新たに表を作成しました。各担当スタッフは確認お願い致します。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　学様～今後の治療方針について家族面談の日時調整を行なっていますが、弟様と連絡が取れず、お母様へ連絡しています。お母様より｢今は体調が悪い為2月の初めだったらいい…が、はっきりと日時は決めれない｣と話されています。弟様へも連絡頂けるよう伝えて頂く様伝えています。以上の事を主治医に情報提供しています。主治医より今週水曜日まで連絡を待ち、連絡が頂けなかった場合は再度、こちらから連絡して欲しいとのお話しあります。面談予定日時については、水曜日のカンファレンス内でお話しがあります。

・船場　幸子様～本日胃部不快の訴え聞かれFK散3P　3ｘｎｄｅ　3日分　1/19昼より処方となっていましたが、胃部症状消失し、本日飲み切り止めとなっています。又、排便2日間ないとの訴え聞かれていますので、水分補給や腹部マッサージ等促し、排泄状況の観察と確認を行っていきましょう。
＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

・坂本　のり子様～先週に続き、「歌の歌詞をパソコンで打ちたい」と話しパソコンを行っていますが、内容は意味不明瞭の文章が打たれています。詳しく内容を聞いてみると、｢ナイトプログラムでやるから、皆で歌いたいと思って。｣と話しています。パソコン経験が無く、基礎から行って頂きたい為作業スタッフが説明していますが、｢早くやらないと生理がくるから｣となかなか了解得られずにいました。文面の内容が妄想的であり、自由に打つと更に、妄想的になってしまうので、枠組みを設定し本人様が集中できるように提供しながら、現実検討に繋げて行きたいと考えています。

・浅野　秀子様～作業への参加状況は｢調子が悪い｣と机に伏せている事はありますが、目立っての不機嫌さは見られていません。現在、脱肛で調子の悪さ続いていますが、１/２３(火)に八戸赤十字病院受診予定ですので受診後に作業内容も検討しながら、提供して行きたいと考えています。

・山火　るい子様～(病棟より)現在血圧低値見られ、服薬調整している事の情報提供と、又、作業での状況を作業スタッフに確認しています。

作業では時折居眠り見られますが、自分のペースで出来ているとのお話聞かれます。血圧低値で倒れられた事もある方です。起立性低血圧を起こさない為にも床にしゃがみ込んでいる時は、椅子に腰掛けるよう促しをお願いしています。又、精神症状や身体症状変化の有無等の確認も加えています。

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・小比類巻　昇様～１２月中旬、個別での疾病教室を行っていますが服薬の必要性については了解の悪さあり、症状管理への認識に不充分さ見られています。以後、復習を目的に疾病教室を勧めるものの、｢年末にやった。十分理解している。｣と話し易怒的となり、参加拒否となっています。些細な事で感情の起伏がある事が病気である事も説明していますが理解得ません。又、年末に退院に向け、交通機関利用訓練目的の為、スタッフ付き添いにて市内へ外出されていますが、自己評価が高い割にバスの乗降を含め、時刻表の見方・どのバスに乗ればいいのか分からない等の様子見られております。時刻表の見方(時間・赤字や黒字で書いてあるのは何か・目的等詳しく)・本人様へ時刻表を手持ちにさせる等、利用方法について再度確認していく必要があります。本人の認知能力を評価した上で適切な現実検討が出来るよう関わりをしていきましょう。受け持ちスタッフは、現実的に退院にむけての分析をし、プログラムとしての訓練を企画しましょう。

＜週間連絡＞

・１/２２(月)　モップ受け取り

・１/２３(火)　浅野秀子様　八戸赤十字病院受診予定

準夜帯にて、大下良悦様ベンチ腫処置の為スピール膏貼付

・１/２４(水)　料理教室

・１/２５(木)　皮膚科診察　

　　　　　　　　疾病教室(午後のみ)

　　　　　　　　第６回院内研修　17：30～16：30　メモリアルホール

　　　　　　　　｢医療廃棄物について・感染の動向｣　講師　佐藤志穂・山田司Ｎｓ

・１/２６(金)　歯科診察　(受診予定者：大下良悦様・津島イチ子様・井上和美様・柳杭田かつ子様)


































